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はじめに

日本に国際化の号令が響き渡って久しいが，最近では

英語を公用語とする企業も増えるなど，ようやく国際

化が実践的な動向になってきたように見える．高等教

育機関においてもその影響は強く，英語による講義数

の増加，外国人教員の採用，留学生の増加など大学内

の各部署で国際化へ向けての動きがここ 2,3 年，着実

に見てとれるようになった． 
2005 年より始まった東京大学工学部スペシャル･イ

ングリッシュ･レッスンは，2009 年度には受講者数が

累計 1200 名に及び，35 種類のコースが 6 つの英語学

校により提供され，他学部からの受講希望者も増加し

た．これを受けて東京大学本部がスペシャル･イングリ

ッシュ･レッスンを工学部以外の学生も受講できるよ

うに全学へ展開するように依頼したのに応じて，スペ

シャル･イングリッシュ･レッスンは 2010 年より本郷

キャンパス内全学部へ展開することとなった． 
スペシャル･イングリッシュ･レッスン（以後，SEL

と記す）は，大学本部の要請により 2010 年度夏学期

講座より全学に展開した結果，2010 年度夏学期の 3 回

の説明会には，本郷地区にある全学部からの学生が合

計で延べ 1000 名参加した． 
説明会のあと，デモレッスン，体験授業を経て，受講

を確定した受講者数は，学部別で図１のような分布に

なった．これはとりもなおさず国際化の動きが全学的

に広まっていることを示している． 
 
バイリンガルキャンパス推進センターへ向けて

工学部･工学系研究科では，2011 年度へ向けての計画

として，留学生と日本人学生が英語と日本語でシーム

レスに話し，ともに講義や演習を受講するバイリンガ

ルキャンパスを構築しようとしていた．具体的には， 
留学生数を 30％まで増やし，工学系の授業を 2020 年

までに大学院で 75％，学部で 40％まで英語で行なお 
 

 
図 年夏学期受講者分布

 
うとするものである．このためには，外国人教員の採

用や若手教員の海外大学への派遣などが具体的な手段

として検討されている．さらには，英語での専門教育

に備えて英語の専門語彙を自習するための手段として

e-learning システム SNOWBALLS (Self Navigation 
Web-Based Literacy Learning System) を設計して

コンテンツを作成中であり，近いうちに専門課程に入

学してくる学部 3 年生にこれを利用して専門語彙を学

ばせようと計画している． 
 
職員への英語教育

こういった全学的な国際化の動向に対応するためには，

職員に対しても英語教育が必要となる． 
工学部では，2009 年度より工学系専門職員の有志によ

る英会話講座が開講されていた．これは工学部学生の
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英語教育に対応するため，専門職員が工具の使い方や，

情報ツールの使い方，一般会話などを英語で学びたい

と言う要望が寄せられ，英語教育のできる留学生 TA
を 2 名募集し，彼らに一つずつクラスを持たせて，工

学に必要な英会話を金曜日の昼休みと放課後に教えて

いる．有志の熱心な向学心のおかげで，この講座は 4
期目を迎え，専門員の語学力アップに役立っている．

留学生にとっても得意の英語力を生かす，教育の経験

を得るなど有益であり，双方にとって好ましいプログ

ラムとなっている． 
さらに，SEL 夏休み集中講座では，職員用コースを設

け，英語での e-mail の書き方，電話の受け答えを学ぶ

講座を作った．2009 年度にはじめて行なったが，平常

業務にすぐに役立つと職員には非常に好評であった． 
全学に展開された SEL は次には職員にも公開するよ

うにとの要望を受け職員用コースを設けた．学生と職

員では興味の範囲や時間の使い方，熱心さが異なるた

め，別のコースを立てた方がより効果的であることが

前回の経験上分かっていたため，学生用と職員用は別

コースとした．

前回夏休み講座で好評であった e-mail writing & 
telephoning と，英会話という 2 種のコースを職員用

として設けた．職員講座は職員教育として大学側が費

用を半額負担することになった．このため予算限度に

応じて受講人数を制限することになった．E-mail, 英
会話，それぞれ 10 名ずつが登録し，週一回ずつ 10 週

間にわたって受講した． 
e-mail writing & telephoning の内容は下記のとおり

であった（表 1）． 
 
表 ． のカリキュラム

 

職員講座のアンケート結果

10 週間の途中と受講終了時の 2 回，アンケートをとっ

た．中間アンケートは，その時点での問題点を後半で

対応できるようにするためである． 
中間と終了時の結果はそれぞれ図 2,3,4,5 に表した． 
図 6 は期間内の上達度を自己評価したものである． 

 
図 ．レッスンペース 図 ．満足度は

 

 
図 ．レッスンペース 図 ．目的一致度

図 ．上達度の自己評価

おわりに

大学の国際化の動向と共に SEL が全学展開し，職員向

け講座も開講されるようになった．学生とは別に

email writing & telephoningという業務に直結した内

容としたが好評であり，今後とも改良を重ねながら継

続していく意向である．職員講座は予算の限度枠があ

り，多くの職員が受講できない，また受講機会があっ

ても業務のため受講できないこともあるのが課題であ

る．これらを解決するためには，さらに講座数を増や

して振り替え可能にする，職員も自己啓発のため自己

負担にするなどの対策が考えられる．自己啓発のため

有料であっても受講したいと言う職員も多い． 
日程，時間帯などを工夫して，少しでも多くの職員が

受講しキャンパスの更なる国際化を実現できるようつ

なげたいものである． 
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